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はじめにはじめにはじめにはじめに
　BeeComは、依然として産業機器などで需要があるシリアル通信(RS-232C調歩同期、将
来的にはHDLCなど)や、UDP通信において、アプリケーション定義のプロトコルを実行さ
せるためのソフトウェアです。

　BeeComは、基本的に、

・受信データが[パターン]に[回数]マッチしたら[遅延時間]待って[データ]を送信する
・[パターン]を指定しないと[遅延時間]間隔で自発的に[データ]を送信する

ものです。[イタリック  体  ]部分のパラメータを、指定されたディレクトリにあるcsv形式
のテキストファイルから読み込んで動作しますが、データ作成用のOpenOffice Calcド
キュメント(*.ods)を同梱しているので、そちらを使うことをおすすめします。動作中一
定周期で送信データを指定したファイルを読みながら動作するので、通信中に送信データ
を変更することができます。(通信中に更新されるのは送信データだけで、その他のデー
タ(Environmentsや Responsesなど)は更新されません。)
　また、プラグインを使用すると、受信データ中のあるデータを自動応答したり、送信
データにFCSを自動付与したりできます。

インストール・アンインストールインストール・アンインストールインストール・アンインストールインストール・アンインストール
　インストーラはありません。取得・解凍して出来たフォルダを、任意の位置に置いてご
使用ください。ただし、C:\Program Filesや C:\Program Files(x86)など、既定のプログ
ラムインストールフォルダには置かないほうが無難です。
　また、後述の「Tips:OpenOfficeドキュメントを右クリックすることで開けるようにす
る」の設定を行うと、便利にご使用になれます。(行わなくても使用はできます。)
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マンマシンインターフェースマンマシンインターフェースマンマシンインターフェースマンマシンインターフェース
　メイン画面には、送受信データの時
刻(一つ前の送受信データとの差分時
間、単位μsec)、属性(後述)、送受信
データ(バイナリ表示)が表示されます。

File -> Open...File -> Open...File -> Open...File -> Open...：　　　　データを読み込むディレクトリを指定します。こ
こでは指定されたディレクトリのファイルを読むわけではありません。
実際に読み込まれるのはExecute -> Startしたときです。コマンド
ラインでファイル名を指定すると、そのファイルがあるディレクトリ
を指定されたものとして動作します。

File -> ExitFile -> ExitFile -> ExitFile -> Exit：　終了します。

Execute -> StartExecute -> StartExecute -> StartExecute -> Start：　動作を開始します。
Execute -> StopExecute -> StopExecute -> StopExecute -> Stop：　動作を停止します。
Execute -> FollowExecute -> FollowExecute -> FollowExecute -> Follow：　スクロール追従のON/OFFを切り替えます。ON
時は送受信データが表示されるとその位置にスクロールします。

3



属性と背景色属性と背景色属性と背景色属性と背景色
属性は、以下の32ビットの値です。

D31 D30 D29 ・・・ D5 D4 D3 D2 D1 D0

- - -

　D0〜D4と D30が「1」であるデータは、異
常として背景赤で表示します。

受信データ(D31が 1)は、背景緑で表示
します。

送信データ、その他のデータは背景白
です。
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Rx オーバーラン
1 で発生。

ドライバの入力バッファが一杯か、 end-
of-file(EOF) キャラクタを受信した

オーバーラン
1 で発生。

ドライバのキャラクタバッファが一杯

Rx パリティエラー
1 で発生。

フレーミングエラー
1 で発生。

Break 検知
1 で発生。

パターン外フレーム
後述の受信パターンに合致せず

蓄積されたデータ

送受信
0 ：送信 / 1 ：受信



データ作成方法データ作成方法データ作成方法データ作成方法
BeeComBeeComBeeComBeeCom の受信データフレーム認識の受信データフレーム認識の受信データフレーム認識の受信データフレーム認識
BeeComは、
受信データをためていき、最新の受信データからさかのぼってパターンにマッチするか判

断し、指定された全てのパターンにマッチしたらフレームとして認識する。
という方法で受信データを意味のある塊(フレーム)として認識します。
この動作はBeeComを理解する上で重要なので、覚えておくようにしてください。

10/0xff/0x02;1/0xff/0x03 と指定した場合の例：

・・・ 2 ・・・ 3

この方法は、理解するのが若干面倒ですが、
・フレーム中にASCIIコードでないバイナリデータが含まれる
・各々のデータ長は固定だが、違うデータ長を持つ複数のフレームがある
・しかも高速にどんどん送られてくる
・なおかつ通信環境が悪い、あるいはケーブルを抜き差しする
ような状況において、極めて高い確率でフレームを認識します。これを

index/mask/value;index/mask/value;...
index : 最新の受信データからのインデックス。0で最新
mask  : 受信データにかけるマスク。
value : 比較値。受信データと maskを論理ANDしたデータと比較される。
上記 index/mask/valueのセットを;で区切って複数を指定できる。

という書式で指定することでパターンを指定し、受信
データをフレームとして認識させます。このとき、
・一番最初のパターンよりも前のデータ(この例では
「2」よりも前のデータ)
・4096バイト蓄積された
・受信タイムアウトを検知した
場合、そのデータは「パターン外」として背景赤で表示されます。
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最新の受信データ

1 つ前の受信データ10 個前の受信データ

1 つ前の受信データ
が「 3 」であった

10 個前の受信データ
が「 2 」であった

フレームとして認識フレームとして認識フレームとして認識フレームとして認識



環境設定環境設定環境設定環境設定(Environments.csv)(Environments.csv)(Environments.csv)(Environments.csv)
　環境設定は、以下の行・列のデータを読
み込んで動作します。それ以外の行列は無
視するのでコメント等記述しても問題あり
ませんが、行列がずれないようにご注意く
ださい。

行列 項目 説明

B2 ポート名称 ポート名称を指定します。COM1など。
ただし、ここで
ホスト名:ポート番号
という指定を行うと、シリアル通信の代わりに指定し
たホスト名:ポート番号にBindしてUDP通信を行います。
ホスト名は省略可能で、省略した場合には自ホストで
す。

B3 ボーレート ボーレートを指定します。設定可能な範囲は実デバイ
スに依存しますが、一般的に1200〜115200程度です。

B4 パリティ None、Even、Oddが指定可能です。

B5 ストップビット数 1、1.5、2が指定可能です。

B6 キャラクタビット幅 8、7が指定可能です。

B7 フロー制御 None、RTS/CTSが指定可能です。

B8 無受信タイムアウト BeeComの受信データフレーム認識で述べたように、
BeeComはパターンが認識されるまで(最大4096バイト)
受信データを蓄積します。ここに数値を指定すると、
受信がなくなってから指定した時間経過することで蓄
積されたデータをクリアします。クリアされたとき
データが蓄積されていれば、属性のD30を立てて表示し
ます。

B9 無受信によるMatch 
Countクリアタイムア
ウト

ここに数値を指定すると、受信がなくなってから指定
した時間経過することで後述のMatch Countを全てクリ
アします。BeeComをスタートしなおすことなく、指定
した動作を最初からさせたい場合に使用します。
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応答設定応答設定応答設定応答設定(Responses.csv)(Responses.csv)(Responses.csv)(Responses.csv)
　応答設定は、以下の行列を
読み込んで動作します。それ
以外の行列は無視するのでコ
メント等記述しても問題あり
ませんが、行列がずれないよ
うにご注意ください。

行列 項目 説明

B2〜 TxD 送信データを定義した別ファイルの名前を指定します。送
信データは、ここで指定した名前.csvが読み込まれます。

C2〜 Delay 送信遅延時間をmsecで指定します。
受信データへの応答である(Patternが空でない)場合には、
受信してから送信するまでの遅延時間として使用され、自
発的な送信である場合には送信の間隔として使用されます。

D2〜 Pattern パターンを指定します。パターンについてはBeeComの受信
データフレーム認識を参照してください。パターンが空欄
の場合、自発的に送信を行います。

E2〜 Match Count BeeComは、単にパターンにマッチしただけでは応答しませ
ん。ここで指定した回数マッチして初めて応答します。
パターンが空欄の場合、使用されません。

F2〜 Reset Counter パターンがMatch Count回数マッチし、応答を返すとき、
ここで指定した回数にMatch Counterをセットします。例
えば、
・1回めはTxD1を返す
・2回めはTxD2を返す
・3回めはTxD3を返す
・以降は2回めと3回めの動作を繰り返したい
というようなとき、3回めのTxD3で Reset Counterを
「1」とセットすると、次のパターンマッチでMatch 
Counterが 2となり、2回め以降の動作を繰り返させること
ができます。
パターンが空欄(自発送信)の場合、ここで0以上の数値を
指定すると、再度送信を行います。結果的に一定時間間隔
で送信が繰り返されることになります。

G2〜 Plugins プラグインを参照ください。

7



送信データ送信データ送信データ送信データ(((([[[[TxD.TxD.TxD.TxD.]]]]csv)csv)csv)csv)
　送信データは、以下の行列を読み込んで動作しま
す。それ以外の行列は無視するのでコメント等記述
しても問題ありませんが、行列がずれないようにご
注意ください。また、ファイル名はResponsesで指
定したファイル名になるようにしてください。

行列 項目 説明

A1 コメント この部分に「//」を入力すると、送信がペンディングされ
ます。

B1 UDP送信時の宛先 環境設定(Environments.csv)で UDP通信の設定とした場合、
ここで指定したホスト名:ポート番号に対して送信されま
す。ホスト名は省略すると自ホストです。
通常のシリアル通信時は空欄でかまいません。

B3〜 送信データ 送信データを設定します。指定できるのは10進数、16進
数、8進数で、先頭が「0x」で始まるものは16進数、先頭
が「0」以外の数字で始まるものは10進数で解釈されます。
先頭を「0」で始め、数値を入力すると、8進数として解釈
されるので注意してください。(例：015と指定すると10
進数の13(16進数の0x0d)として解釈される)
数値として解釈できないような指定がされた場合であって
もデータ0x00を送信します。

データ作成用データ作成用データ作成用データ作成用 OpenOffice CalcOpenOffice CalcOpenOffice CalcOpenOffice Calc ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント
　データ作成用にOpenOffice Calcドキュメントを添付しています。これはEnvironments
や Responsesをファイル保存と同時にCSV Exportするものです。データ作成にご利用く
ださい。CSV Exportにマクロを使用しているため、起動時にマクロの警告が表示される
場合がありますが、許可して実行してください。
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プラグインプラグインプラグインプラグイン
　BeeComは、実行ディレクトリに配置されたDLLを読み込み、そのDLLによって機能拡張
を行うことができます。DLLによる機能拡張は、応答設定のPlugins列によって制御され
ます。

　Plugins列は、以下のフォーマットで、「;」(コロン)で区切って指定します。

DLL名称.機能名称;DLL名称.機能名称;...

DLL名称：DLLファイルの拡張子を除いた部分。

機能名称：以下を参照ください。

No. 機能名称 機能

1 OnRx 受信時、DLLに配置されたOnRxをコールします。
呼ばれた側のDLLにてカスタマイズされた動作を実装し
ます。

2 OnTx 送信時、DLLに配置されたOnTxをコールします。
呼ばれた側のDLLにてカスタマイズされた動作を実装し
ます。

　プラグインを実装することにより、例えば送信時にFCSを自動設定する、あるいは受信
したデータ中のある要素をそのまま返送データに適用する、といった拡張が可能です。同
梱のサンプル(Replyer、指定位置のデータを返送するだけの単純なもの)を参考に、プラ
グインを作成してみましょう！
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Tips:OpenOfficeTips:OpenOfficeTips:OpenOfficeTips:OpenOffice ドキュメントを右クリックすることで開けるようドキュメントを右クリックすることで開けるようドキュメントを右クリックすることで開けるようドキュメントを右クリックすることで開けるよう
にするにするにするにする

　BeeComに、コマンドラインパラメータでOpenOffice
ドキュメントを指定すると、あたかもそのドキュメン
トを開いたかのように動作させることができます。(実
際の仕組みは右記参照。)
　*.ods拡張子に関連付けてしまえば早いのですが、
OpenOffice Calcとの関連付けがなくなるのも不便な
ので、以下の設定をお薦めします。

(1) OpenOffice Calc
ドキュメント(*.ods)を
右クリックし、「プロ
グラムから開く」->
「既定のプログラムの
選択」をクリック

(2) 「ファイルを開くプログ
ラムの選択」で「参照」をク
リック
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・ OpenOffice ドキュメントのマクロは、
ドキュメントと同じディレクトリに csv を
エクスポートする
・ BeeCom は、コマンドラインでファイ
ルを指定すると、そのファイルのあるディ
レクトリが指定されたものとして動作する
コマンドラインで OpenOffice ドキュメン
トを指定すると、そのドキュメントの条件
で動作するようになる



(3) インストールした
BeeCom.exeを選択し、
「開く」

(4) 「ファイルを開くプログラ
ムの選択」に戻るので、
「Application protcol 
simulator」が選択されているこ
とを確認、また、「この種類の
ファイルを開くときは、選択し
たプログラムをいつも使う」の
チェックが外れている外れている外れている外れていることを確
認し、OK。
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(5) 次回以降は、OpenOffice Calcドキュメントを右クリック->「プログラムから開く」
に「Application protcol simulator」が追加され、それを選択することで起動できるよ
うになりま
す。
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連絡先連絡先連絡先連絡先
　ご意見、ご要望など、以下にて承ります。

　beecom.hcysvc@gmail.com

　Copyright(C) 2014- Hachiya-production LLC.

13


